
Ｎｏ．３

【学校教育目標】豊かな心をもち、いきいきと学び、たくましく生きる子どもを育てる

 学校だよりうすずみざくら 倉敷市立児島小学校
令和８年５月１５日

運動会に向け、練習に励んでいます。
気持ちや体の疲れが出やすい時期なので注意も必要です。

4月以降、新たに先生の

異動がありました。

〇〇 〇〇（・・ ・・）先生
・言わずと知れた、昨年は●年●組の
学級担任！生活支援員として復活
・4月23日（木）より勤務
・おもに3年生の生活を見守ります

〇〇 〇〇（・・ ・・）先生

・5月11日（月）より勤務

・ＰＴＡ職員として「購買」を担当

〇〇 〇〇（・・ ・・）先生

・5月1日から柳井原小学校へ転出

・2年生の生活を支援してくれました

さらに指導体制を整えて、「楽しい学校」づくりを目指します！

なぞの さんすう なぞなぞ１～３ねんせい ４～６年生

下の２つの分数。

どちらが大きい数でしょう？１０＋１０の半分は

いくつになる？
りゆうによって、

こたえは「２つ」

ありますよん

理由が

いるぞい！

5月の中旬になり、１学期の教育活動が本格的になってきました。ただいま学校では、２３日（土）の『運動

会』に向けて計画や練習に励んでいます。同時に、各教科の学習も遠慮なく進みます。もう「新学期」ではあ

りません。自分の生活や学習のリズムを整えて、心も体も健康を保ってほしいです。

しかし、５月の時期は新しい環境や友達との関係が深まる一方で、トラブルやけがに注意しないといけま

せん。急な気温の変化や外での活動が増えることで、体調を崩したり、気持ちが沈んだりすることがありま

す。また友達との意見の食い違いや、思わぬ誤解からトラブルが生じることもあります。6月になるともっ

と増えてきます。いわゆる「5月病」、もっと重い「6月病」ってやつです。不安定な6月を迎えないためにも、

5月のうちに習慣やリズムのルーティーンを作っておくことが大切です。

とは言うものの、こういった「中だるみ」の時期は、よくある話です。トラブルや行き違いを乗り越えて成

長していくものですから、ある意味必要なのかもしれません。学校の対応としては、子どもの変化に気付い

たり、話をしっかり聞いたりして、健康的に解決できるよう努めてまいります。ご家庭でも子どもが不平不

満を話し始めたら、言葉の表面だけをとらえず、しっかり聞いてやって本質的な問題はどこにあるのか深

層心理を探っていただけると助かります。

ただし、「困ったことがあったら相談してね」とよく言いますが、毎日毎日「何かあった？」を繰り返すと、

子どもは特に大きなことは無いのにあえて「困ったこと探し」をしてしまいます。子どもが「今、何を望んで

いるのか」「どうして欲しいのか」を見極めて、「子どもが欲している言葉」をタイミングよく掛けることが大

切です。何か、気になることがありましたら、遠慮なく学校までお知らせください。
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海の学習！
５月７～８日、５年生が「渋川青年の家」に行ってきました。

カッターや地引網など、どの活動にも進んで取り組みました。

5年生の素晴らしい姿に拍手！
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